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▼
地
球
が
最
後
の
日
を
迎
え
る

ま
で
、
あ
と
2
分
30
秒
と
な
っ

た
。
滅
亡
の
時
刻
を
午
後
0
時

と
し
て
、
残
り
時
間
が
0
時
ま

で
あ
と
何
分
か
を
象
徴
的
に
示

す
「
終
末
時
計
」
の
時
間
だ
▼

１
９
４
７
年
に
残
り
7
分
か
ら

始
ま
っ
た
こ
の
時
計
は
、
世
界

情
勢
に
応
じ
て
針
が
動
か
さ
れ

て
き
た
。
最
も
進
め
ら
れ
た
の

は
、
米
ソ
が
相
次
い
で
水
爆

実
験
に
成
功
し
た
１
９
５
３
年

の
2
分
前
。
最
も
戻
さ
れ
た
の

は
ソ
連
が
崩
壊
し
た
１
９
９
１

年
の
17
分
前
で
、
昨
年
は
3
分

前
と
な
っ
て
い
た
▼
そ
の
針
を

30
秒
進
め
た
一
因
は
、
第
45
代

ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
な
っ
た
ド

ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
。
超

大
国
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
は
世

界
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
選
挙
中
か
ら
の

過
激
な
発
言
に
加
え
、
大
統
領

就
任
後
次
々
と
大
統
領
令
を
出

し
、
ア
メ
リ
カ
国
内
や
世
界
に

分
裂
や
混
乱
を
招
い
て
い
る
▼

米
国
第
一
主
義
を
掲
げ
る
ト
ラ

ン
プ
氏
は
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の

不
法
移
民
を
防
ぐ
た
め
の
国
境

の
壁
建
設
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
な

ど
に
早
速
着
手
し
た
。
テ
ロ
を

防
ぐ
た
め
と
し
て
、
難
民
の
受

け
入
れ
中
止
や
イ
ス
ラ
ム
圏
の

特
定
の
国
か
ら
の
入
国
を
禁
止

し
た
際
は
、
批
判
や
抗
議
デ
モ

が
起
き
た
▼
ア
メ
リ
カ
の
政
策

は
、
日
本
の
安
全
保
障
に
も
影

響
を
与
え
る
。
さ
し
あ
た
り
日

米
同
盟
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

軍
の
駐
留
経
費
な
ど
を
め
ぐ
り
、

今
後
変
化
す
る
可
能
性
も
あ
る

▼
針
が
進
ん
だ
理
由
に
、
地
球

温
暖
化
に
対
す
る
姿
勢
も
あ
る
。

昨
夏
は
イ
ン
ド
で
観
測
史
上
最

高
の
51
℃
を
観
測
、
北
海
道
に

は
台
風
が
上
陸
し
た
が
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
地
球
温
暖
化
は
起
き

て
い
な
い
と
主
張
し
、
パ
リ
協

定
か
ら
の
離
脱
を
示
唆
。
さ
ら

に
オ
バ
マ
前
大
統
領
が
、
環
境

へ
の
影
響
を
理
由
に
中
止
し
た

石
油
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、

雇
用
を
生
み
出
す
と
し
て
工
事

を
進
め
る
方
針
に
転
換
し
た
▼

終
末
時
計
の
針
を
5
分
前
ま
で

進
め
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
か
ら
、
間
も
な
く
6

年
を
迎
え
る
。
パ
リ
協
定
が
発

効
し
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
を
決
め
た
日
本
だ
が
、
原
子

力
の
代
わ
り
に
火
力
発
電
が
増

え
て
お
り
、
課
題
が
残
る
▼
今

年
は
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
大

統
領
選
挙
や
国
政
選
挙
が
行
な

わ
れ
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は

自
国
第
一
主
義
が
さ
ら
に
台
頭

す
る
。
し
か
し
、
テ
ロ
、
移

民
・
難
民
、
核
、
気
候
変
動
な

ど
の
問
題
は
、
世
界
が
分
裂
し

て
い
て
は
解
決
で
き
な
い
。
終

末
時
計
の
針
を
戻
す
た
め
に
は
、

連
帯
・
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
自

国
だ
け
が
生
き
残
る
こ
と
な
ど

で
き
な
い
の
だ
か
ら
。
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祝
卒
業
! 

桜
の
聖
母
学
院
高
校
第
63
期
生

佐藤木綿子先輩の活躍
職員室前でインタビューに答える前川先生

福島から世界へ翔け! 聖母生福島から世界へ翔け! 聖母生

　
ご
存
じ
の
通
り
、
現
在
の
中
学
2
年
生
が
大
学
を
受
験
す
る
２
０
２
０
年
度
に
実
施
さ

れ
る
入
試
か
ら
、
現
行
の
マ
ー
ク
シ
ー
ト
型
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
廃
止
に
な
り
、

記
述
式
の
導
入
、
複
数
回
受
験
な
ど
、
入
試
制
度
が
大
き
く
変
わ
る
。
つ
ま
り
現
在
の
高

校
1
年
生
は
、
二
浪
す
る
と
新
制
度
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
今
春
高
校
に
入
学
し
て
く

る
現
中
学
3
年
生
に
至
っ
て
は
、
現
役
受
験
が
現
行
制
度
の
最
後
の
機
会
と
な
る
わ
け
だ
。

な
ら
ば
現
行
制
度
の
間
に
、
何
と
し
て
も
志
望
校
に
合
格
し
て
お
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
進
路
指
導
部
長
・
吉
田
充
（
ま
こ
と
）
先
生
に
尋
ね
た
。

　
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
3
月
1
日
、
桜
の
聖
母
学
院
高
等
学
校
は
63
回
目
の
卒
業
生

を
世
に
送
り
出
す
。
こ
の
世
代
は
6
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
際
、
小
学
校
卒
業
を
目
前

に
控
え
た
6
年
生
。
こ
の
時
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
で
卒
業
式
は
中
止
と
な
り
、
翌
月
の
中

学
校
入
学
も
大
き
く
狂
っ
た
学
年
だ
っ
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
た
め
に
他
県
に
避
難

す
る
生
徒
も
い
た
中
、
こ
こ
福
島
に
残
り
あ
る
い
は
戻
っ
て
き
て
、
い
ま
晴
れ
て
高
校
を

卒
業
し
社
会
に
は
ば
た
く
6
ク
ラ
ス
１
４
６
名
の
卒
業
生
た
ち
に
、
全
世
界
か
ら
惜
し
み

な
い
賛
辞
と
祝
福
が
贈
ら
れ
る
。

　
前
川
先
生
の
福
島
で
の
活
躍
は
こ
こ
3
年
だ
が
、
そ
れ
よ

り
前
か
ら
地
元
で
は
知
ら
れ
て
い
た
本
校
出
身
の
歌
手
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
4
年
前
の
本
校
卒
業
生
で
、
現
在
福
島
学

院
大
学
4
年
の
佐
藤
木
綿
子
先
輩
だ
。
新
聞
部
で
は
先
輩
も

出
演
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
取
材
、
そ
の
後
に
先
輩
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
故
郷
福
島
や
母
校
へ
の
、
そ
し
て
民
謡
へ
の
思

い
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
1
月
下
旬
か
ら
、
本
校
に
日
本
史
の
非
常
勤
講
師
と
し
て

週
3
回
教
え
に
来
て
お
ら
れ
る
前
川
直
哉
先
生
は
、
福
島
市

民
な
ら
知
る
人
ぞ
知
る
著
名
人
。
こ
ん
な
す
ご
い
先
生
に
教

わ
る
こ
と
の
で
き
る
2
年
2
〜
5
組
の
日
本
史
選
択
者
は
、

た
い
へ
ん
羨
ま
し
が
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
有
名
な

先
生
な
の
か
？
知
ら
な
い
人
は
こ
の
記
事
を
読
も
う
。

１
７
　
ふ
る
さ
と
の
唄
　
日
本

の
心
」
に
出
演
す
る
な
ど
、
学

業
の
か
た
わ
ら
幅
広
く
活
動
を

続
け
て
き
た
。

　
一
般
に
子
ど
も
が
民
謡
を
始

め
る
き
っ
か
け
は
、
家
族
の
中

で
愛
好
者
や
経
験
者
が
い
て
、

そ
の
影
響
や
勧
め
で
、
と
い
う

場
合
が
多
い
が
、
木
綿
子
先
輩

の
周
囲
に
は
特
に
そ
う
い
う
人

は
い
な
か
っ
た
。
小
学
校
3
年

生
の
頃
に
、
テ
レ
ビ
で
着
物
を

　
木
綿
子
先
輩
は
、
福
島
を

代
表
す
る
若
手
「
民
謡
歌
手
」。

2
月
4
日
に
福
島
市
音
楽
堂
で

開
催
さ
れ
た
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ロ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
　
音

楽
に
よ
る
福
島
ま
ち
造
り
２
０

着
て
歌
っ
て
い
る
人
を
見
て
か

っ
こ
い
い
と
思
い
、
自
分
か
ら

習
い
た
い
と
頼
ん
だ
と
い
う
。

　
高
校
1
年
生
の
終
わ
り
に
は
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
。
そ
の

日
は
本
校
で
は
普
通
に
授
業
を

し
て
お
り
、
6
校
時
と
7
校
時

の
間
の
休
み
時
間
に
あ
の
地
震

が
き
た
。
生
徒
た
ち
は
い
っ
た

ん
中
庭
に
避
難
し
た
が
、
相
次

ぐ
余
震
で
校
舎
倒
壊
の
恐
れ

も
あ
っ
た
た
め
、
校
庭
に
移

動
。
し
か
し
運
悪
く
吹
雪
と
な

り
、
そ
の
後
は
比
較
的
最
近
に

耐
震
工
事
を
終
え
て
い
た
第
一

体
育
館
に
移
動
、
忘
れ
ら
れ
な

い
体
験
を
し
た
こ
と
を
、
昨
日

の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
長
崎
の
被
爆
者
で

元
高
校
教
師
の
広
瀬
方
人
（
ま

さ
ひ
と
）
さ
ん
（
昨
年
1
月
に

85
歳
で
死
去
）
と
の
文
通
が
き

っ
か
け
で
、「
福
島
の
女
子
高

生
と
長
崎
の
被
爆
者
の
交
流
」

と
し
て
全
国
の
マ
ス
コ
ミ
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
幅
広

く
活
動
を
し
な
が
ら
も
、
民
謡

の
稽
古
を
継
続
。
高
校
3
年
生

の
時
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
歌
い
手

と
し
て
採
用
さ
れ
、
駅
前
で
の

ラ
イ
ブ
活
動
や
、
復
興
を
目
指

す
福
島
の
温
泉
街
の
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
に
も
、
ひ
と
役
買
っ
て
き

た
。
愛
称
は
、
本
名
の
木
綿
子

（
ゆ
う
こ
）
の
読
み
方
を
変
え
た

「
も
め
ん
こ
」
で
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
ま
で
販
売
さ
れ
た
。

　
そ
の
一
方
で
大
学
で
は
学
び

た
か
っ
た
福
祉
を
し
っ
か
り
と

専
攻
し
、
こ
の
ほ
ど
横
浜
で
就

職
が
決
ま
っ
て
故
郷
福
島
を
離

れ
る
こ
と
に
。
2
月
4
日
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
ひ
と
ま
ず
福
島

で
の
最
後
の
舞
台
と
な
っ
た
。

私
た
ち
も
聞
い
た
そ
の
民
謡
は
、

日
本
の
伝
統
楽
器
の
尺
八
や
三

味
線
の
伴
奏
に
乗
っ
て
、
と
て

も
澄
み
切
っ
た
歌
声
だ
っ
た
。

　「
民
謡
を
始
め
て
15
年
経
ち

ま
す
が
、
福
島
県
か
ら
出
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
ど
う
し
て

も
福
島
の
民
謡
を
歌
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

方
に
根
差
し
た
文
化
そ
の
も
の

で
あ
る
、
様
々
な
民
謡
を
学
び
、

歌
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ど
こ

で
歌
っ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い

よ
う
、
さ
ら
に
技
を
磨
い
て
い

き
た
い
で
す
」
と
い
う
木
綿
子

先
輩
。
故
郷
福
島
の
復
興
の
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

Q
：
今
回
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の

特
徴
は
？

A
：
受
験
者
は
前
年
並
み
の
約

57
万
人
。
内
容
は
基
本
的
に

は
毎
年
大
き
く
変
わ
る
も
の

で
は
な
い
が
、
国
語
の
平
均

点
が
前
年
の
１
３
１
・
７
点

か
ら
１
０
９
・
３
点
と
、
20

点
以
上
下
が
っ
た
。

Q
：
今
の
1
・
2
年
生
が
す
べ

き
対
策
は
？

A
：
第
一
に
、
基
礎
基
本
を
し

っ
か
り
固
め
る
こ
と
。
国
数

英
は
、
2
年
生
の
終
わ
り
ま

で
に
は
一
定
の
水
準
に
持
っ

て
い
く
こ
と
。
逆
に
言
え
ば
、

こ
れ
ら
の
教
科
は
そ
の
後
の

伸
び
し
ろ
は
少
な
い
。

　
第
二
に
、
何
か
得
意
分
野
を

つ
く
る
こ
と
。
例
え
ば
英
単

語
や
、
漢
文
な
ど
、
勉
強
し

た
ぶ
ん
だ
け
確
実
に
伸
び
る

分
野
を
。

　
第
三
に
、
2
年
生
は
受
験
勉

強
を
意
識
し
た
勉
強
を
、
も

う
こ
の
時
期
に
は
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
。

Q
：
苦
手
教
科
を
克
服
す
る
に

は
？

A
：
ま
ず
や
る
こ
と
。
初
め
か

ら
効
率
の
良
い
勉
強
法
だ

け
を
求
め
る
の
は
間
違
い
。

「
勉
強
に
お
い
て
、『
質
』
は

『
量
』
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
」

と
言
わ
れ
る
。

Q
：
得
意
教
科
を
伸
ば
す
に

は
？

A
：
得
意
分
野
す
な
わ
ち
成
功

体
験
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と
。

Q
：
小
論
文
対
策
は
？

A
：
読
書
や
新
聞
か
ら
、
社
会

的
問
題
に
関
心
を
持
つ
こ
と
。

Q
：
今
の
私
た
ち
に
必
要
な
こ

と
は
？

A
：
ま
ず
学
校
生
活
を
前
向
き

に
、
充
実
し
た
も
の
に
す
る

こ
と
。

Q
：
も
し
セ
ン
タ
ー
試
験
で
失

敗
し
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
？

A
：
私
立
大
学
の
受
験
や
、
家

庭
の
事
情
に
よ
る
浪
人
の
可

否
な
ど
を
考
慮
し
、
事
前
に

綿
密
に
受
験
プ
ラ
ン
を
練

進
路
指
導
部
長
・
吉
田
先
生
に
聞
く

現
行
制
度
の
間
に
合
格
を

現
行
制
度
の
間
に
合
格
を

学び舎から望む福島市のシンボル・吾妻小富士

平成29年度入試　大学合格者数
2017年2月17日現在

学校名 学部名 学科・専攻・コース名 合格者数

福島大学 人文社会学群
経済経営学類 1
行政政策学類 1
人間発達文化学類文化探究専攻地域生活文化クラス 1

福島県立医科大学 看護学部 看護学科 1
高崎経済大学 経済学部 国際学科 1
青森大学 社会学部 社会学科社会福祉学コース 1
青山学院大学 総合文化政策学部 総合文化政策学科 1

法学部 法学科 1
茨城キリスト教大学 文学部 現代英語学科 1

看護学部 看護学科 1
いわき明星大学 看護学部 看護学科 1

薬学部 薬学科 2
奥羽大学 薬学部 薬学科 2
鎌倉女子大学 児童学部 子ども心理学科 1
関西学院大学 法学部 政治学科 1
神田外語大学 外国語学部 イベロアメリカ語学科 1

国際コミュニケーション学科国際コミュニケーション専攻 2
健康科学大学 健康科学部 作業療法学科 1
郡山女子大学 家政学部 人間生活学科福祉コース 2

国際医療福祉大学 保健医療学部
看護学科 1
作業療法学科 1
放射線・情報科学科 1

札幌大学 地域共創学群 1
城西国際大学 看護学部 看護学科 3

上智大学
外国語学部 英語学科 2
総合グローバル学部 総合グローバル学科 1
総合人間科学部 教育学科 1

心理学科 1
尚美学園大学 芸術情報学部 情報表現学科 1
上武大学 看護学部 看護学科 1
白百合女子大学 文学部 フランス語フランス文学科 2
聖心女子大学 文学部 2
専修大学 文学部 人文ジャーナリズム学科 1

法学部 政治学科 1
大東文化大学 外国語学部 英米語学科 1
玉川大学 観光学部 観光学科 1

工学部 数学教員養成プログラム 1
中京大学 国際教養学部 国際教養学科 1
帝京科学大学 医療科学部 看護学科 1

ヒューマンケア学部 看護学科 1
東京医療学院大学 保健医療学部 リハビリテーション学科作業療法専攻 1
東京医療保健大学 看護学部 看護学科 1
東京家政大学 こども学部 こども支援学科 1
東京国際大学 言語コミュニケーション学部 英語コミュニケーション学科 1
東京富士大学 経営学部 経営学科 1
東京未来大学 こども心理学部 こども心理学科 こども保育・教育専攻 1

東北学院大学 経済学部 経済学科 1
経営学科 1

教養学部 言語文化学科 1
東北公益文科大学 公益学部 地域経営系政策コース 1

東北福祉大学 教育学部 教育学科初等教育専攻 1
初等教育学科 1

総合福祉学部 社会福祉学科 1
東北文化学園大学 医療福祉学部 リハビリテーション学科作業療法専攻 1
東洋大学 文学部 国際文化コミュニケーション学科 1
獨協大学 国際教養学部 言語文化学科 2
南山大学 外国語学部 英米語学科 1
新潟医療福祉大学 健康科学部 看護学科 1
日本医療科学大学 保健医療学部 看護学科 1
日本大学 工学部 生命応用化学科 1
白鴎大学 教育学部 初等教育 1

発達科学科心理学専攻 1
フェリス女学院大学 文学部 英文学科 1
福島学院大学 福祉学部 こども学科 1

福祉心理学科 2

文教大学 教育学部 学校教育課程英語専修 1
心理教育課程児童心理教育コース 1

経営学部 経営学科 1
宮城学院女子大学 教育学部 教育学科児童教育専攻 1

現代ビジネス学部 現代ビジネス学科 1
武蔵野大学 グローバル学部 日本語コミュニケーション学科 1

人間科学部 人間科学科 1
酪農学園大学 農食環境学群 環境共生学類 1
麗澤大学 経済学部 経済学科グローバル人材育成専攻 1

　
前
川
先
生
は
福
島
に
来
ら
れ

て
ま
だ
3
年
だ
が
、「
一
般
社

団
法
人
・
ふ
く
し
ま
学
び
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
理
事
・
事
務
局

長
と
し
て
、
福
島
の
中
高
生
の

た
め
に
様
々
な
企
画
を
打
ち
出

し
て
き
た
。
本
校
生
の
中
に
も
、

高
校
生
無
料
セ
ミ
ナ
ー
「
夢
を

か
な
え
る
勉
強
法
」
や
学
習
合

宿
に
参
加
し
た
人
も
い
る
は
ず
。

そ
の
講
師
に
、
受
験
界
で
知
ら

れ
た
そ
う
そ
う
た
る
カ
リ
ス
マ

先
生
た
ち
を
招
い
て
お
ら
れ
る

の
も
、
こ
の
前
川
先
生
だ
。
先

生
に
頼
ま
れ
れ
ば
、
超
多
忙
な

講
師
の
先
生
方
も
無
報
酬
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
こ
の
企
画
に

協
力
し
て
く
だ
さ
る
の
だ
。

　
そ
ん
な
前
川
先
生
と
は
何
者

な
の
か
。
出
身
は
兵
庫
県
の
尼

崎
市
で
、
中
高
一
貫
進
学
校
と

し
て
有
名
な
私
立
灘
中
学
・
高

等
学
校
（
以
下
、
灘
校
）
の
卒

業
。
高
校
3
年
生
で
受
験
し
た

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
わ

ず
か
2
日
後
に
、
あ
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、
ご
両

親
の
経
営
さ
れ
て
い
た
喫
茶
店

は
半
壊
。
母
校
の
灘
校
も
被
災

し
た
上
に
避
難
所
と
な
り
、
そ

れ
以
降
は
授
業
も
な
く
な
る
中
、

現
役
で
東
京
大
学
に
合
格
。
卒

業
後
に
母
校
の
灘
校
に
地
歴
科

の
教
師
と
し
て
２
０
１
４
年
ま

で
勤
務
し
、
そ
の
間
に
京
都
大

学
の
大
学
院
博
士
課
程
に
も
通

っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
、
私
た

ち
の
周
囲
に
は
あ
ま
り
い
な
い

よ
う
な
学
歴
の
持
ち
主
だ
。

　
そ
ん
な
前
川
先
生
と
福
島
を

結
び
付
け
た
の
が
、
２
０
１
１

年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
だ
っ

た
。
そ
の
年
の
夏
休
み
に
同
僚

の
先
生
と
岩
手
県
の
釜
石
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
、
帰
っ
て

そ
の
体
験
を
生
徒
た
ち
に
話
し

た
と
こ
ろ
、
ま
さ
に
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
年
に
生
ま
れ
た
生

徒
た
ち
か
ら
「
自
分
た
ち
も
行

き
た
い
」
と
の
声
が
あ
が
っ
た

と
い
う
。
た
ま
た
ま
相
馬
市
と

南
相
馬
市
に
、
医
療
支
援
で
灘

校
の
卒
業
生
の
ド
ク
タ
ー
た
ち

が
入
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
縁
も

あ
っ
て
震
災
一
年
後
の
3
月
に

灘
校
「
東
北
訪
問
合
宿
」
が
実

現
、
相
馬
高
校
の
生
徒
た
ち
と

の
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
こ
の
合
宿
に
参
加
し

た
灘
校
生
は
、
18
回
で
延
べ
２

６
０
名
。
参
加
者
の
中
で
は
、

福
島
が
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
だ
け

の
町
か
ら
「
同
年
代
の
メ
ル
友

が
い
る
町
」
へ
と
変
わ
っ
た
と

い
う
。
親
か
ら
聞
い
て
い
た
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
全
国
か

ら
受
け
た
支
援
を
、
今
度
は
東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
差
し

伸
べ
る
こ
と
や
、
福
島
で
は
当

た
り
前
の
汚
染
土
を
入
れ
た
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
山
や
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
な
ど
を
実
際
に

見
て
、
現
状
を
実
感
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
き
た
。

　
合
宿
が
軌
道
に
乗
っ
た
２
０

１
４
年
春
、
前
川
先
生
は
担
任

し
て
い
た
学
年
が
卒
業
す
る

の
に
合
わ
せ
て
灘
校
を
退
職

し
、
福
島
へ
転
居
。
今
で
は
永

住
の
地
と
決
め
、
福
島
の
中
高

生
に
「
学
び
」
の
大
切
さ
を
伝

え
、「
自
分
の
た
め
で
は
な
く

誰
か
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
学

ぶ
」
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
若
者

を
育
て
る
活
動
に
身
を
投
じ
て

お
ら
れ
る
。
２
０
１
５
年
よ
り

桜
の
聖
母
短
大
兼
任
講
師
も
務

め
て
お
ら
れ
る
縁
で
、
今
回
期

間
限
定
の
先
生
と
し
て
本
校
生

に
教
え
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
と
、
こ
こ
ま
で
は
あ
く
ま
で

対
外
的
な
前
川
先
生
の
略
歴
と

業
績
の
紹
介
だ
っ
た
が
、
せ
っ

か
く
身
近
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
新
聞
部
で
は
ざ
っ
く
ば
ら

ん
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
向
け
て

み
た
。
ま
ず
趣
味
は
、
映
画
鑑

賞
と
読
書
。
そ
し
て
昨
年
セ
リ

ー
グ
を
制
覇
し
た
、
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
を
自

認
し
て
い
る
。
桜
の
聖
母
の

生
徒
た
ち
の
印
象
を
尋
ね
る
と

「
短
大
で
も
教
え
て
い
た
の
で
、

ま
じ
め
な
生
徒
が
多
い
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
。
集
中
力
が

あ
り
、
興
味
を
も
っ
て
聞
い
て

く
れ
る
生
徒
が
多
い
の
で
、
授

業
を
し
て
い
て
と
て
も
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
、
ち

ょ
っ
と
嬉
し
い
答
え
が
。
本
校

生
に
望
む
こ
と
は
「
主
体
的
に

学
び
続
け
て
く
だ
さ
い
！
や
ら

さ
れ
る
勉
強
で
は
な
く
、
自
ら

行
う
『
学
び
』
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
」。

　
そ
ん
な
前
川
先
生
の
夢
は
、

福
島
を
特
色
あ
る
教
育
の
先
進

県
に
す
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち

が
福
島
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り

に
思
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

だ
そ
う
だ
。
今
回
前
川
先
生
に

教
わ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

私
た
ち
も
先
生
の
活
動
の
一
助

に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

聖
母
へ
よ
う
こ
そ
！
前
川
直
哉
先
生

「聖マルグリット・ブールジョワ賞」
学校長賞受賞の対象となった生徒のうち、特に優れた功績を残し、

在学中の後輩のみならず、後年にわたって後輩の良き模範となると認められる者

「学校長賞」
高等学校在学中の学業成績・生徒会活動・文化活動・スポーツ活動において、

優れた功績を残し、後輩の良き模範となる者
⑴学業成績
　３学年を通して真摯に学業に臨み、各学年末評点平均が90点以上である者
⑵文化活動・スポーツ活動
　部活動や校外活動において、インターハイや国体などに出場するなど著しく活躍し
た者

⑶生徒会活動
　４期連続して生徒会役員として、積極的に生徒会活動に貢献した者
　（但し、4期連続者のいない学年は、3期とする）

「皆勤賞」
３年間を通して、無欠席・無遅刻・無早退である者

「精勤賞」
３年間を通して無欠席であり、遅刻・早退の合計が３回以内の者

　（但し、3年次の出欠扱いは、1月末までとする）

っ
て
お
く
こ
と
。
た
だ
し
こ

の
新
聞
の
裏
面
の
、
私
が
担

任
し
た
藤
田
さ
ん
の
よ
う
に
、

国
立
大
合
格
の
可
能
性
が
少

し
で
も
あ
れ
ば
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
な
い
。

Q
：
今
年
の
文
理
の
分
か
れ
具

合
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

A
：
本
校
は
圧
倒
的
に
文
系
が

多
く
、
8
対
2
。
全
国
で
見

る
と
国
立
大
受
験
者
は
4
対

6
で
や
や
理
系
が
多
く
、
私

立
大
は
半
々
の
5
対
5
。

Q
：
最
後
に
卒
業
生
と
在
校
生

に
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

A
：
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
か
ら
国
公
立
中
期
・
後
期

日
程
や
、
私
大
の
3
月
期
を

受
験
す
る
人
た
ち
、
最
後
ま

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
在

校
生
は
先
輩
た
ち
の
今
の
状

況
を
気
に
と
め
る
と
、
こ
れ

か
ら
の
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
今
回
の
本
校
卒
業
式
に
お
け

る
例
年
と
の
違
い
は
、
受
賞
基

準
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
。
創
立

者
の
名
を
冠
し
た
聖
マ
ル
グ
リ

ッ
ト
・
ブ
ー
ル
ジ
ョ
ワ
賞
に
は
、

学
校
長
賞
の
該
当
者
の
中
か
ら

特
に
優
れ
た
功
績
の
者
が
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
年

は
該
当
者
な
し
と
な
っ
た
。
し

か
し
学
業
成
績
の
基
準
は
、
か

つ
て
の
同
賞
の
も
の
が
今
年
か

ら
学
校
長
賞
の
基
準
と
な
っ
た

た
め
、
今
回
学
業
成
績
で
学
校

長
賞
に
選
ば
れ
た
大
月
侑
さ
ん
、

丹
野
祥
江
さ
ん
、
三
河
日
向
子

さ
ん
（
以
上
3
年
3
組
）、
斎

藤
真
生
さ
ん
（
3
年
4
組
）
は
、

昨
年
ま
で
な
ら
聖
マ
ル
グ
リ
ッ

国
大
会
に
出
場
し
た
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
か
ら
は
、
但
木
真
紀
さ

ん
、
根
本
睦
さ
ん
（
共
に
3
年

4
組
）、
髙
橋
麻
綾
さ
ん
、
伹

野
愛
さ
ん
（
共
に
3
年
6
組
）

の
4
名
。
そ
し
て
同
じ
く
3
年

次
に
悲
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全

国
大
会
初
出
場
を
果
た
し
た
サ

ッ
カ
ー
部
で
は
、
小
沢
芽
衣
さ

ん
、
加
藤
陽
子
さ
ん
、
河
原
田

あ
か
り
さ
ん
、
島
倉
璃
奈
さ
ん

（
以
上
3
年
5
組
）、
安
彦
悠
花

さ
ん
、
八
木
沼
紗
由
さ
ん
（
共

に
3
年
6
組
）
の
計
6
名
が
、

学
校
長
賞
を
受
賞
す
る
。

　
な
お
皆
勤
賞
・
精
勤
賞
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
。

【
皆
勤
賞
】

1
組
　
遠
藤
　
こ
こ
ろ

　
　
　
大
石
　
怜
奈

　
　
　
菅
野
　
真
央

　
　
　
栗
崎
　
日
菜
子

　
　
　
東
城
　
七
奈
子

　
　
　
濱
田
　
さ
く
ら

2
組
　
景
　
　
彩
華

　
　
　
酒
井
　
晴
菜

3
組
　
菅
田
　
周

　
　
　
田
中
　
美
花

　
　
　
丹
野
　
祥
江

　
　
　
林
　
　
由
加
子

　
　
　
松
浦
　
史
佳

4
組
　
加
川
　
素
子

5
組
　
石
川
　
愛
悠

　
　
　
雉
子
波
　
沙
弥

　
　
　
佐
藤
　
海

　
　
　
髙
橋
　
愛
理

6
組
　
後
藤
　
あ
ず
み

　
　
　
髙
橋
　
麻
綾

　
　
　
深
堀
　
芽
衣

　
　
　
渡
邊
　
真
帆

【
精
勤
賞
】

1
組
　
熊
坂
　
京

2
組
　
紺
野
　
樹

　
　
　
野
田
　
朋
未

3
組
　
三
河
　
日
向
子

4
組
　
佐
藤
　
美
穂

　
　
　
根
本
　
睦

　
　
　
馬
場
　
優
香

　
　
　
藤
田
　
宇
美

　
　
　
幕
田
　
南
海

6
組
　
足
利
　
真
優

　
　
　
我
妻
　
星
良

　
　
　
安
彦
　
悠
花

（
す
べ
て
敬
称
略
）

ト
・
ブ
ー
ル
ジ
ョ
ワ
賞
に
該
当

し
た
立
派
な
成
績
だ
。

　
学
校
長
賞
に
は
他
に
、
生
徒

会
活
動
で
3
期
連
続
生
徒
会
副

会
長
な
ど
と
し
て
活
動
し
た
、

鈴
木
冴
佳
さ
ん
（
3
年
2
組
）。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
全
国
大
会
や
春
の
選
抜

大
会
な
ど
常
に
全
国
の
舞
台
で

活
躍
し
た
卓
球
部
の
、
苅
宿
紗

英
さ
ん
（
3
年
1
組
）、
田
中

蛍
さ
ん
、
遊
佐
優
香
さ
ん
（
共

に
3
年
4
組
）、
星
美
咲
さ
ん

（
3
年
6
組
）
の
4
名
が
。
ま

た
3
年
次
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
全鈴木冴佳さん

伹野愛さん

星美咲さん

八木沼紗由さん

丹野祥江さん

髙橋麻綾さん

遊佐優香さん

安彦悠花さん

大月侑さん

根本睦さん

田中蛍さん

島倉璃奈さん 加藤陽子さん

三河日向子さん

但木真紀さん

苅宿紗英さん

河原田あかりさん 小沢芽衣さん

斎藤真生さん
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JTB東北 法人営業福島支店
〒960－8035
福島市本町5－26（本町本田ビル1F）

TEL 024－523－3314
FAX 024-522-2980
営業時間：月～金曜日／9：30～17：30

（土・日・祝日休業）
http://www.jtb.co.jp/shop/hojin-fukushima/

JTB東北法人営業
福島支店

みずほ
銀行

日本
銀行

←

→

常陽
銀行至福島駅

秋田
銀行

パ
セ
オ
4
7
0

本田
パーキング

●
野
村
證
券

P

国
道
13
号
線

福
島
学
院
大

福
島
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス

福
島
学
院
大

福
島
駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス

好 評 受 付 中

旅は心のビタミン剤!
春休みは旅に出てみませんか。
旅は心のビタミン剤!

春休みは旅に出てみませんか。

〒969-1612  福島県伊達郡桑折町字西大隅3-13
TEL0245-82-3152　FAX0245-82-3622

大切な写真は

̶ファミリースタジオ̶

̶ガーデンスタジオ̶

̶サロンスタジオ̶

大町店　福島市大町７̶ ２０
　　　　Tel.０２４̶５２２̶０１６１
　　　　Fax.０２４̶５２２̶４１３９
北　店　福島市南矢野目字中江１２̶５
　　　　Tel.０２４̶５５７̶ ５１０１
　　　　Fax.０２４̶５５７̶ ５１０７

辞書・電子辞書ご相談下さい。

新学期に向けて
 スタートダッシュ！
新学期に向けて
 スタートダッシュ！

コックさんの
からあげ屋

野田町店

TEL 024（533）0330
FAX 024（597）6772

からあげ・各種弁当・お惣菜からあげ・各種弁当・お惣菜

桜の聖母
学院高校

サーパス
野田町

当店
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G
G
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近
く
て
遠
い
？茨

城
県
水
戸
市

養
護
教
諭
一
本
で決

め
た
進
路

理
系
学
部
の
充
実
し
た
大
学

藤田先輩の
案内で行く
藤田先輩の
案内で行く茨城大学キャンパス見学記茨城大学キャンパス見学記大

学
受
験

合
格
体
験
記

大
学
受
験

合
格
体
験
記

大
学
受
験

合
格
体
験
記

現
役

氏
名（
出
身
中
）

合
格
大
学
・
学
部
・
学
科

【
受
】受
験
方
式

【
動
】志
望
校
を
決
め
た
動
機

【
勉
】高
校
時
代
に
こ
こ
ろ
が

　
　
け
た
勉
強
方
法

【
活
】高
校
時
代
、
勉
強
以
外

　
　
に
打
ち
込
ん
だ
活
動

【
桜
】桜
の
聖
母
学
院
で
学
ん

　
　
で
よ
か
っ
た
こ
と

【
後
】後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

　
今
年
も
3
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
大
学
受
験
で
次
々
と
素
晴

ら
し
い
結
果
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
新
聞
発
行
の
時
期
の
都

合
上
、
一
般
受
験
も
含
め
た
す
べ
て
の
結
果
を
掲
載
で
き
な

い
の
は
残
念
だ
が
、
既
に
合
格
を
決
め
た
3
年
生
の
声
を
紹

介
す
る
。
後
輩
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
先
輩
方
の
貴
重
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、
今
後
の
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ＪＲ水戸駅前では
黄門様ご一行がお出迎え

水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
前
に
て
。左
か
ら
二
人
目
が
藤
田
先
輩

先
輩
た
ち
が
引
退
し
て
か
ら

初
め
て
の
新
聞
作
成
。
何
と
か

で
き
た
け
ど
「
は
り
こ
」
は
先

輩
の
力
を
借
り
て
し
ま
い
ま
し

た
…
次
回
は
私
た
ち
だ
け
で
頑

張
る
！�

（
ト
ラ
ン
プ
）

☀
藤
田
先
輩
の
、
ギ
ャ
ル
曽
根

並
み
の
大
食
い
に
は
び
っ
く
り
。

イ
ン
ド
カ
レ
ー
店
で
お
か
わ
り

自
由
の
ナ
ン
は
大
抵
3
枚
、
串

焼
き
百
本
完
食
だ
っ
て�（
花
札
）

♥
コ
ン
サ
ー
ト
は
眠
か
っ
た
け

ど
、
木
綿
子
先
輩
の
歌
の
時
に

は
し
っ
か
り
起
き
て
ま
し
た

（
笑
）
吉
田
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
、
自
分
に
と
っ
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。�

（
麻
雀
）

♪
茨
城
大
学
の
取
材
を
通
し
て

よ
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
！
　

皆
さ
ん
も
私
達
と
一
緒
に
各
地

の
大
学
へ
取
材
に
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
　
部
員
募
集
中
で

す
！
　
希
望
者
は
2
年
1
組
の

部
長
、
も
し
く
は
2
階
物
理
室

隣
の
新
聞
部
室
へ
！（
カ
ジ
ノ
）

　
恒
例
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
記
シ
リ
ー
ズ
も
、
近
隣
の
国
立
大
学
は
あ
ら
か
た
紹
介

し
て
し
ま
っ
た
が
、
す
ぐ
隣
県
に
ま
だ
取
材
し
て
い
な
い
大
学
が
残
っ
て
い
た
。
し
か
も

在
学
中
の
先
輩
は
現
在
4
年
生
に
一
人
だ
け
と
な
れ
ば
、
行
く
な
ら
今
で
し
ょ
！
と
、
三

学
期
早
々
の
1
月
9
日
の
成
人
の
日
に
、
茨
城
県
水
戸
市
に
あ
る
茨
城
大
学
を
訪
れ
、
藤

田
夏
樹
先
輩
（
福
島
大
学
附
属
中
出
身
）
の
案
内
で
、
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
関
心

が
あ
り
、
日
本
の
地
方
の
将
来

に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
っ
た
。

【
勉
】
私
の
場
合
、
読
ん
だ
だ

け
で
は
覚
え
ら
れ
な
い
た
め
、

ひ
た
す
ら
書
い
て
覚
え
た
。
友

達
と
問
題
の
出
し
合
い
も
し
た
。

【
活
】
2
年
生
の
夏
に
、
高
校

生
の
た
め
の
ア
ス
ペ
ン
古
典
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
他
県
の
高

校
生
と
意
見
交
換
を
し
た
。
ま

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ

で
、
自
分
が
興
味
の
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
調
べ
た
。

【
桜
】
先
生
に
質
問
す
る
と
、

分
か
る
ま
で
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
こ
と
。
進
路
の
相
談
や
勉

強
面
の
相
談
を
、
親
身
に
な
っ

て
聞
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
。

【
後
】
志
望
校
が
決
ま
っ
て
い

な
く
て
も
、
と
り
あ
え
ず
勉
強

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
努
力

幸
内
桃
香
（
桜
の
聖
母
学
院
中
）

［
国
］
福
島
大
学

人
文
社
会
学
群
行
政
政
策
学
類

【
受
】
公
募
推
薦

【
動
】
東
日
本
大
震
災
以
降
、

福
島
の
復
興
に
携
わ
り
た
い
と

思
っ
た
か
ら
。
ま
た
地
方
の
人

は
大
切
で
す
。
ま
た
、
い
ま
自

分
が
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
先
生
方
と
、
子
ど
も

に
期
待
し
て
経
済
的
に
支
え
て

く
れ
て
い
る
保
護
者
の
お
か
げ

だ
と
い
う
こ
と
を
、
常
に
心
に

と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

鶴
蒔
か
れ
ん
（
桜
の
聖
母
学
院
中
）

［
国
］
福
島
大
学

人
文
社
会
学
群
経
済
経
営
学
類

【
受
】
公
募
推
薦

【
動
】
福
島
の
復
興
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
、
地
元
に
あ
り
復

興
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
こ
の
大
学
で
、
福

島
の
産
業
の
現
状
や
課
題
を
学

び
、
そ
れ
を
発
信
す
る
力
を
身

に
つ
け
た
か
っ
た
か
ら
。

【
勉
】
繰
り
返
し
復
習
す
る
こ

と
で
、
自
分
の
理
解
度
を
定
期

的
に
確
認
し
た
。

【
活
】
2
年
生
の
時
に
、
第
18

代
高
校
生
平
和
大
使
と
し
て
、

広
島
や
長
崎
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

あ
る
国
連
欧
州
本
部
を
訪
問
し
、

核
兵
器
廃
絶
や
福
島
の
現
状
報

告
の
ス
ピ
ー
チ
等
を
行
な
っ
た
。

【
桜
】
一
人
ひ
と
り
に
熱
心
に

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方

と
、
か
け
が
え
の
な
い
友
人
た

ち
に
出
会
え
た
。

【
後
】
高
校
3
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
が
興
味
関
心
を
持
っ
た
こ

と
に
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
や
先
生
、

友
人
、
そ
し
て
自
分
の
心
と
真

剣
に
向
き
合
っ
て
、
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

佐
久
間
桃
（
桜
の
聖
母
学
院
中
）

［
国
］
福
島
大
学

人
文
社
会
学
群
人
間
発
達
文

化
学
類
文
化
探
求
専
攻

【
受
】
セ
ン
タ
ー
利
用
推
薦

【
動
】
将
来
中
高
の
社
会
科
教

師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
や
、
教

師
と
し
て
必
要
な
も
の
を
培
う

こ
と
の
で
き
る
実
習
が
充
実
し

て
い
る
と
感
じ
た
た
め
。

【
勉
】
ど
う
し
て
も
や
る
気
が

出
な
い
時
や
、
眠
気
を
感
じ
た

時
は
、
勉
強
の
記
憶
が
残
ら
な

い
の
で
す
ぐ
に
中
断
し
た
。
ま

た
一
度
覚
え
て
も
必
ず
忘
れ
て

し
ま
う
の
で
、
全
教
科
を
通
し

て
反
復
し
て
覚
え
る
よ
う
に
し

た
。

【
活
】
漢
検
、
英
検
、
数
検
な

ど
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
。
受

験
に
も
活
用
で
き
る
し
、
自
分

の
力
を
伸
ば
す
こ
と
も
で
き
た
。

【
桜
】
先
生
方
が
懇
切
丁
寧
に

教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、
い
つ

で
も
頼
る
こ
と
が
で
き
る
。
集

中
し
て
物
事
に
取
り
組
む
ス
イ

ッ
チ
と
な
る
、
黙
想
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
後
】
勉
強
も
も
ち
ろ
ん
大
切

で
す
が
、
ク
ラ
ス
や
学
年
の
皆

で
参
加
す
る
行
事
も
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。
生
活
面
と
勉
強

面
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
と
、

自
然
に
ど
ち
ら
も
う
ま
く
い
き

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
と
の
出
会

い
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
、
楽

し
い
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

中
山
真
央
（
桜
の
聖
母
学
院
中
）

［
公
］
福
島
県
立
医
科
大
学

看
護
学
部
看
護
学
科

【
受
】
公
募
推
薦

【
動
】
幼
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ

る
看
護
師
を
目
指
し
た
。
地
域

に
根
差
し
た
看
護
実
習
が
あ
る

こ
と
や
、
興
味
あ
る
分
野
の
研

究
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
。

【
勉
】
朝
早
く
起
き
て
、
1
〜

2
時
間
は
勉
強
し
た
。
無
理
の

な
い
勉
強
計
画
を
立
て
、
何
度

も
で
き
る
ま
で
復
習
し
た
。

【
活
】
漢
検
、
英
検
、
数
検
、

趣
味
、
理
科
部
の
実
験
や
研
究
。

【
桜
】
先
生
方
が
親
身
に
な
っ

て
勉
強
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
。

【
後
】
3
年
生
に
な
っ
て
か
ら

勉
強
を
始
め
る
の
で
は
遅
い
で

す
。
今
の
う
ち
か
ら
勉
強
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
勉
強
は
自
分
と
の
戦
い
で

す
。
弱
き
己
に
負
け
な
い
よ
う
、

克
己
心
を
も
っ
て
精
一
杯
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
冴
佳
（
伊
達
市
立
桃
陵
中
）

［
公
］
高
崎
経
済
大
学経済

学
部

【
受
】
公
募
推
薦

【
動
】
将
来
国
際
協
力
に
携
わ

る
仕
事
に
就
き
た
い
私
に
と
っ

て
、
大
学
で
は
国
際
経
済
学
を

学
び
た
い
と
考
え
、
来
年
度
か

ら
新
設
さ
れ
る
経
済
学
部
国
際

学
科
に
興
味
を
持
っ
た
。

【
勉
】
通
学
の
電
車
内
で
は
、

参
考
書
な
ど
を
見
な
が
ら
勉
強

し
た
。
睡
眠
時
間
は
し
っ
か
り

確
保
し
た
う
え
で
、
す
き
ま
時

間
を
利
用
す
る
な
ど
、
時
間
の

使
い
方
を
工
夫
し
て
勉
強
し
た
。

【
活
】
2
年
か
ら
3
年
の
前
期

ま
で
、
副
会
長
と
し
て
生
徒
会

活
動
を
し
た
。
ま
た
1
年
夏
に

は
3
週
間
ア
メ
リ
カ
に
短
期
留

学
し
、
帰
っ
て
か
ら
市
長
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
な
ど
の
活
動
を
し
た
。

3
年
夏
に
は
福
島
未
来
塾
に
参

加
し
た
。

【
桜
】
勉
強
や
相
談
な
ど
、様
々

な
こ
と
を
個
別
に
親
身
に
な
っ

て
対
応
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
。

自
分
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
問

題
の
解
説
や
、
進
路
相
談
だ
け

で
な
く
、
友
人
関
係
や
学
校
活

動
で
の
悩
み
な
ど
で
も
、
多
く

の
先
生
方
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

【
後
】
高
校
3
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
。
そ
の
中
で
自
分
の
進

路
を
決
め
る
こ
と
は
と
て
も
大

変
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
自
分

と
向
き
合
い
、
自
分
が
何
を
し

た
い
の
か
、
そ
れ
ま
で
の
経
験

か
ら
何
を
学
び
、
ど
う
次
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
の
か
を
考
え
、

進
路
を
決
め
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
素
敵

な
高
校
生
活
を
送
れ
ま
す
。

東
城
七
奈
子
（
伊
達
市
立
桃
陵
中
）

［
私
］
南
山
大
学

外
国
語
学
部
英
米
語
学
科

【
受
】
指
定
校
推
薦

【
動
】
留
学
や
海
外
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
充
実
し
、
留
学
生
が
多
数

在
籍
し
て
い
る
の
で
、
様
々
な

異
文
化
交
流
を
通
し
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
視
野
を
身
に
着
け
ら

れ
る
と
思
っ
た
か
ら
。

【
勉
】
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、

自
分
で
調
べ
た
り
、
先
生
に
質

問
し
て
理
解
で
き
る
ま
で
や
っ

た
。
テ
ス
ト
期
間
中
は
、
教
室

や
駅
の
待
合
室
を
利
用
し
て
勉

強
し
た
。
教
科
ご
と
に
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ノ

ー
ト
を
作
っ
た
。

【
活
】
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の

活
動
、
特
に
仮
設
住
宅
慰
問
。

英
語
同
好
会
の
活
動
。

【
桜
】
立
腰
や
、
聖
書
の
言
葉

を
通
し
て
、
自
分
と
他
人
と
の

向
き
合
い
方
、
人
間
の
尊
厳
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

【
後
】
努
力
し
た
分
だ
け
、
そ

こ
か
ら
学
び
、
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
他
人
に
何
を
言

わ
れ
て
も
、
強
い
信
念
と
夢
を

持
ち
続
け
、
ま
っ
す
ぐ
進
ん
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
何
事
に
お

い
て
も
努
力
す
る
こ
と
、
自
分

を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。
自

分
ら
し
い
高
い
志
を
持
ち
、
か

つ
謙
虚
に
生
き
て
く
だ
さ
い
。

松
浦
史
佳
（
桜
の
聖
母
学
院
中
）

［
私
］
上
智
大
学

外
国
語
学
部
英
語
学
科

【
受
】
カ
ト
リ
ッ
ク
高
等
学
校

対
象
特
別
入
試

【
動
】
幼
い
頃
か
ら
親
し
ん
で

き
た
英
語
を
、
留
学
生
と
の
交

流
や
講
義
な
ど
を
通
し
て
、
道

具
と
し
て
使
え
る
も
の
に
し
た

か
っ
た
か
ら
。
ま
た
、
大
学
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
多

様
な
視
座
が
身
に
つ
き
、
日
本

の
姿
も
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
る

と
考
え
た
か
ら
。

【
勉
】
定
期
テ
ス
ト
に
向
け
て
、

ま
た
大
学
受
験
の
際
の
選
択
肢

を
狭
め
な
い
た
め
に
、
5
教
科

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
勉
強
す
る
よ

う
こ
こ
ろ
が
け
た
。
特
に
定
期

テ
ス
ト
前
は
、
苦
手
な
理
数
科

目
に
力
を
入
れ
た
。

【
活
】
理
科
部
に
所
属
し
、
部

活
内
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

県
立
医
大
で
研
究
発
表
を
し
た
。

発
表
ま
で
に
は
た
く
さ
ん
準
備

が
必
要
だ
っ
た
が
、
自
分
の
視

野
を
広
げ
る
機
会
に
な
っ
た
。

【
桜
】
宗
教
行
事
や
、
毎
朝
の

祈
り
な
ど
を
通
し
て
、
カ
ト
リ

ッ
ク
の
精
神
を
身
に
つ
け
ら
れ

た
こ
と
。
6
年
間
共
に
過
ご
し

た
友
人
達
に
恵
ま
れ
た
こ
と
。

【
後
】
高
校
3
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
な
の
で
、
毎
日
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
家
族
、

友
人
、
先
生
な
ど
多
く
の
人
と

の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、
自
分

の
目
標
が
見
え
て
き
ま
す
。
ぜ

ひ
楽
し
ん
で
高
校
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
絢
音
（
福
島
市
立
清
水
中
）

［
私
］
上
智
大
学

総
合
人
間
科
学
部
心
理
学
科

【
受
】
カ
ト
リ
ッ
ク
高
等
学
校

対
象
特
別
入
試

【
動
】
大
学
で
心
理
学
を
学
び

た
い
と
考
え
、
上
智
大
学
で
は

心
理
学
に
お
い
て
広
い
領
域
を

対
象
と
し
て
い
る
こ
と
と
、
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
。

【
勉
】
授
業
で
習
っ
た
こ
と
は

確
実
に
身
に
つ
け
る
た
め
、
そ

の
日
の
う
ち
に
必
ず
復
習
す
る
。

そ
し
て
わ
か
ら
な
い
部
分
は
先

生
に
質
問
す
る
な
ど
、
早
め
に

解
決
す
る
よ
う
心
が
け
た
。

【
活
】
4
歳
か
ら
続
け
て
い
る

ピ
ア
ノ
。
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
も
で
き
、
継
続
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
、
身
を
も
っ
て

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
桜
】
先
生
と
生
徒
の
距
離
が

近
く
、
勉
強
な
ど
も
し
っ
か
り

と
時
間
を
と
っ
て
教
え
て
く
だ

さ
る
こ
と
。
倫
理
的
・
道
徳
的

な
、
人
と
し
て
の
基
礎
を
学
べ

る
こ
と
。

【
後
】
今
、
自
分
の
目
の
前
に

あ
る
、
や
る
べ
き
こ
と
に
全
力

で
取
り
組
め
ば
、
必
ず
役
に
立

つ
は
ず
で
す
。
そ
し
て
勉
強
も

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
友
達
と
の

時
間
を
大
切
に
し
、
一
生
一
度

き
り
の
高
校
生
活
を
悔
い
の
な

い
よ
う
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

菅
野
真
央
（
福
島
大
学
附
属
中
）

［
私
］
上
智
大
学

総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科

【
受
】
カ
ト
リ
ッ
ク
高
等
学
校

対
象
特
別
入
試

【
動
】
教
育
を
通
し
て
国
際
的

な
貢
献
に
関
与
で
き
る
人
間
に

な
り
た
い
と
思
い
、
国
際
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
の
感
覚
や
教

養
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育

の
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
た
か
ら
。

【
勉
】
授
業
の
復
習
は
一
度
き

り
で
な
く
、
テ
ス
ト
直
前
に
か

け
て
何
度
も
お
こ
な
っ
た
。
学

校
の
ス
タ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
、
ま
と
ま
っ
た
勉
強
時

間
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
計
画

的
か
つ
効
率
的
に
勉
強
に
取
り

組
む
よ
う
に
し
た
。

【
活
】
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
の

部
活
動
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
他

校
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
社

会
性
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
身

に
つ
い
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
文

房
具
を
寄
付
す
る
活
動
で
は
、

微
力
な
が
ら
も
自
分
も
力
に
な

れ
る
と
実
感
し
た
。

【
桜
】
勉
強
に
打
ち
込
め
る
環

境
が
整
っ
て
お
り
、
ま
た
様
々

な
行
事
で
一
人
ひ
と
り
が
輝
け

る
場
所
が
あ
る
こ
と
。
愛
と
奉

仕
の
精
神
を
学
び
、
人
と
し
て

の
生
き
方
を
学
べ
た
こ
と
。

【
後
】
進
路
や
将
来
の
夢
が
ま

だ
漠
然
と
し
て
い
て
も
、
ま
ず

目
の
前
の
小
さ
な
目
標
を
設
定

し
て
み
る
と
、
自
然
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
今
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
確

に
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
思

い
立
っ
た
ら
た
め
ら
わ
ず
に
挑

戦
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
自

分
次
第
で
、
い
く
ら
で
も
成
長

で
き
ま
す
。
一
度
き
り
の
高
校

生
活
、
た
く
さ
ん
学
び
、
自
分

の
可
能
性
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

　
教
師
に
な
り
た
い
と
い
う

夢
を
ず
っ
と
持
っ
て
い
た
私

は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部
音

楽
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
思

い
出
す
の
も
時
間
が
か
か
る

ほ
ど
昔
の
こ
と
で
す
が
、
振

り
返
っ
て
み
て
も
、
ピ
ア
ノ

や
声
楽
、
器
楽
や
作
曲
な
ど
、

自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
を

毎
日
勉
強
で
き
る
幸
せ
を
実

感
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
っ
て
い
た
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

今
の
私
を
支
え
て
い
る
出
来

事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

声
楽
と
の
出
会
い
で
す
。

　
大
学
に
歌
の
上
手
な
先
輩

が
沢
山
い
て
、
あ
ま
り
の
上

手
さ
に
「
こ
ん
な
に
楽
々
と
、

思
っ
た
よ
う
に
歌
え
る
っ
て

楽
し
そ
う
！
」
と
、
声
楽
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
私
は

ピ
ア
ノ
専
攻
で
入
学
し
た
の

で
、
ひ
た
す
ら
一
人
で
黙
々

と
ピ
ア
ノ
を
練
習
す
る
状
況

で
し
た
。
当
た
り
前
の
こ

と
な
の
で
す
が
、
二
重
唱

や
、
オ
ペ
ラ
の
練
習
を
し
て

い
る
声
楽
の
人
た
ち
が
み
ん

な
楽
し
そ
う
で
、
そ
の
仲
間

に
入
り
た
い
ば
っ
か
り
に
伴

奏
者
と
し
て
首
を
突
っ
込
み

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
歌
い

た
く
な
っ
た
私
は
、
声
楽
に

専
攻
を
変
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。「
誰
よ
り
も
後
に
声

楽
を
学
ん
だ
ん
だ
か
ら
下
手

で
当
た
り
前
」
と
思
っ
て
練

習
し
て
い
た
の
で
す
が
…
先

輩
た
ち
が
歌
っ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
し
て
自
分
が
歌
い
た

い
よ
う
に
は
全
く
歌
え
な
い
。

実
際
は
技
術
が
足
り
ず
苦
し

く
て
歌
え
な
い
。
常
に
悩
む

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
だ

ん
だ
ん
周
り
の
人
が
う
ら
や

ま
し
く
な
っ
て
焦
る
。
悔
し

い
。
そ
ん
な
余
裕
の
な
い
気

持
ち
が
、
ど
ん
ど
ん
自
分
を

追
い
詰
め
ま
し
た
。
無
理
し

て
歌
っ
て
声
が
出
な
く
な
り

病
院
に
通
う
、
を
繰
り
返
し

た
辛
い
時
期
で
し
た
。

　
で
す
が
あ
る
時
、「
一
人

で
練
習
す
る
と
う
ま
く
い
か

な
い
け
れ
ど
、
歌
の
先
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
と
ま

あ
ま
あ
歌
え
る
」、

そ
ん
な
自
分
に
ふ

と
気
が
つ
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
は

「
私
そ
の
も
の
が

壊
れ
て
い
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
。
だ
か

ら
、
い
つ
か
で
き

る
よ
う
に
な
る
に

違
い
な
い
！
」
と

思
え
る
よ
う
に
な

っ
て
、
今
に
至
り

ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自

分
の
成
長
を
長
い
目
で
温
か

く
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
歌
は

や
っ
ぱ
り
楽
し
く
、
上
手
に

な
り
た
い
こ
と
で
あ
り
、
私

の
好
き
な
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
今
、
子
育
て
真
っ

最
中
で
へ
と
へ
と
の
私
の
息

抜
き
＆
楽
し
み
は
、
月
一
回

の
歌
の
レ
ッ
ス
ン
で
す
。
大

学
時
代
に
出
会
っ
た
声
楽
は
、

私
の
人
生
の
支
え
と
な
っ
て

い
ま
す
。

私
の
学
生
時
代

私
の
学
生
時
代
佐
藤
彰
子
先
生
の
巻

卒業公演の前の楽屋で友人たちと
（中央が彰子先生）

　
福
島
県
が
接
し
て
い
る
県
を

す
べ
て
挙
げ
よ
、
と
言
わ
れ
て

6
県
全
部
を
答
え
ら
れ
る
人
は
、

ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
。
宮

城
県
や
山
形
県
は
お
馴
染
み
で
、

新
潟
県
は
会
津
で
接
し
、
群
馬

県
は
尾
瀬
が
有
名
な
の
で
言
わ

れ
れ
ば
納
得
す
る
。
だ
が
県
北

地
方
に
住
む
私
た
ち
は
、
東
京

へ
行
く
途
中
に
通
る
栃
木
県
な

ら
分
か
っ
て
も
、
そ
の
東
隣
の

茨
城
県
と
な
る
と
、
い
わ
き
市

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
身
近
で

も
、
福
島
市
か
ら
は
あ
ま
り
行

く
機
会
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

高
速
バ
ス
も
い
わ
き
ま
で
し
か

出
て
い
な
い
し
、

Ｊ
Ｒ
で
行
こ
う
と

す
る
と
郡
山
か
ら

水
郡
線
で
行
く
か
、

い
わ
き
経
由
で
磐

越
東
線
と
常
磐
線

を
乗
り
継
い
で
行

く
し
か
な
い
。
つ

ま
り
、
新
幹
線
や

東
北
自
動
車
道
に

沿
っ
た
中
通
り
地

方
か
ら
外
れ
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
隣

県
に
も
か
か
わ
ら

ず
や
や
縁
遠
い
県

な
の
で
あ
る
。
ち

な
み
に
読
み
方
は

「
い
ば
ら
ぎ
」
で

は
な
く
「
い
ば
ら

き
」
が
正
し
い
。

　
さ
ら
に
そ
の
県

庁
所
在
地
で
あ
る

水
戸
市
も
、「
納

豆
」「
偕
楽
園
」

「
梅
」「
水
戸
黄
門
」

く
ら
い
は
思
い
浮

か
ん
で
も
、
そ
れ

以
上
は
わ
か
ら
な

い
と
い
う
の
が
、

多
く
の
福
島
市
民
の
感
覚
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
水
戸
市
の
人
口
は
約
27
万
人

で
福
島
市
と
ほ
ぼ
同
等
、
お
隣

の
栃
木
県
の
県
庁
所
在
地
・
宇

都
宮
市
の
約
半
分
。
そ
れ
で
も

茨
城
県
内
で
最
も
人
口
の
多
い

市
と
い
う
の
だ
か
ら
、
い
か
に

県
内
に
人
口
が
分
散
し
て
発
展

し
た
県
か
が
分
か
る
。
ち
な
み

に
茨
城
県
内
に
は
、
今
回
取
材

し
た
茨
城
大
学
の
他
に
も
、
県

南
部
の
つ
く
ば
市
に
筑
波
大
学

（
当
新
聞
で
は
２
０
１
１
年
に

取
材
済
み
）
が
あ
る
。
全
く
成

り
立
ち
の
違
う
国
立
の
総
合
大

学
を
県
内
に
複
数
持
つ
と
い
う

　
そ
ん
な
「
近
く
て
遠
い
」
茨

城
県
水
戸
市
に
あ
る
国
立
大
学

法
人
茨
城
大
学
は
、
残
念
な
が

ら
私
た
ち
の
学
校
か
ら
の
進
学

先
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
候
補

に
上
が
ら
な
い
の
が
実
情
だ
。

し
か
し
設
置
さ
れ
て
い
る
学

部
・
学
科
の
中
に
進
み
た
い
も

の
が
あ
り
、
か
と
い
っ
て
首
都

の
も
、
東
京
都
や
北
海
道
な
ど

を
除
け
ば
た
い
へ
ん
珍
し
い
。

　
ち
な
み
に
私
た
ち
が
訪
れ
た

頃
か
ら
始
ま
っ
た
大
相
撲
初
場

所
で
初
優
勝
し
、
横
綱
昇
進
を

決
め
た
稀
勢
の
里
の
出
身
地
牛

久
市
も
、
卒
業
し
た
中
学
校
の

あ
る
龍
ケ
崎
市
も
、
同
じ
茨
城

県
内
な
の
で
、
2
週
間
後
に
は

県
を
あ
げ
て
の
フ
ィ
ー
バ
ー
に

な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
な
お
茨

城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

水
戸
市
は
、
常
磐
線
や
国
道

6
号
線
沿
い
に
あ
る
の
で
、
海

沿
い
な
の
か
と
思
い
き
や
、
実

は
海
に
は
面
し
て
い
な
い
の
も
、

県
外
者
に
と
っ
て
は
驚
き
だ
。

圏
ま
で
は
出
た
く
な
い
と
い
う

人
に
と
っ
て
は
、
十
分
に
検
討

の
価
値
あ
る
大
学
な
の
だ
。

　
茨
城
大
学
の
歴
史
は
、
戦
後

の
新
制
大
学
の
時
代
か
ら
始
ま

る
。
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年

に
、
旧
制
水
戸
高
校
や
茨
城
師

範
学
校
な
ど
を
統
合
し
、
文
理

学
部
・
教
育
学
部
・
工
学
部
の

3
学
部
か
ら
成
る
四
年
制
大
学

と
し
て
発
足
。
3
年
後
の
１
９

５
２
年
に
茨
城
県
立
農
科
大
学

を
移
管
し
、
農
学
部
を
開
設
。

１
９
６
７
年
に
は
文
理
学
部
を

改
組
し
、
人
文
学
部
と
理
学
部

が
誕
生
し
た
。
現
在
は
こ
の
、

人
文
学
部
・
教
育
学
部
・
理
学

部
・
工
学
部
・
農
学
部
の
5
学

部
体
制
で
、
医
学
部
以
外
の
理

系
学
部
が
充
実
し
て
い
る
の
が

特
徴
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
藤
田
先

輩
が
所
属
す
る
教
育
学
部
な
ど

文
系
学
部
も
人
気
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
人
文
学
部
と
い
う

　
さ
て
そ
の
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

の
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
駅
か
ら

西
へ
バ
ス
で
約
20
分
、
自
転
車

で
約
30
分
、
歩
く
と

約
1
時
間
と
い
う
、

や
や
離
れ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
が
、
周
囲
は

閑
静
な
住
宅
街
で
、

キ
ャ
ン
パ
ス
は
可
愛

く
外
か
ら
見
る
と
高

校
の
よ
う
な
雰
囲
気
。

聞
き
な
れ
な
い
学
部
だ
が
、
茨

城
大
学
の
人
文
学
部
は
人
文
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
社

会
科
学
科
に
分
か
れ
、
社
会
科

学
科
の
中
に
法
学
・
行
政
学
コ

ー
ス
や
、
経
済
学
・
経
営
学
コ

ー
ス
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、
文
系
の
総
合
学
部
と
言

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
近
隣
大

学
で
は
山
形
大
学
や
新
潟
大
学

な
ど
に
も
あ
る
が
、
新
潟
大
学

に
は
別
に
法
学
部
や
経
済
学
部

が
あ
る
た
め
一
般
的
な
文
学
部

に
近
く
、
大
学
に
よ
っ
て
そ
の

守
備
範
囲
は
様
々
だ
。

　
入
学
後
の
1
年
間
は
、
す
べ

て
の
学
部
の
学
生
が
本
部
の
あ

る
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
が
、

2
年
次
か
ら
工
学
部
は
日
立
市

の
日
立
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
、
農
学

部
は
稲
敷
郡
阿
見
町
の
阿
見
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
分
か
れ
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
を
と
る
。
残
る
人
文

学
部
・
教
育
学
部
・
理
学
部
は
、

四
年
間
を
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で

過
ご
す
。
後
述
す
る
通
り
こ
ぢ

ん
ま
り
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
な

の
で
、
他
学
部
の
学
生
と
も
す

ぐ
顔
見
知
り
に
な
る
そ
う
だ
。

周
囲
の
住
宅
の
間
に
は
学
生
用

ア
パ
ー
ト
が
立
ち
並
び
、
県
外

出
身
者
も
生
活
に
は
困
ら
な
い
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
入
れ
ば
大

学
ら
し
い
高
層
の
講
義
棟
や
研

究
棟
が
並
び
、
し
か
も
そ
れ
ら

が
新
し
く
手
入
れ
も
行
き
届
い

た
清
潔
な
印
象
だ
が
、
何
と
い

っ
て
も
目
立
つ
の
は
数
々
の
オ

ブ
ジ
ェ
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
オ

ブ
ジ
ェ
の
足
元
に
お
供
え
物
や

お
賽
銭
ま
で
あ
り
、
学
生
た
ち

に
親
し
ま
れ
て
い
る
様
子
が
わ

か
る
。
藤
田
先
輩
に
よ
れ
ば
、

多
く
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
昨
年
夏
に

ヒ
ッ
ト
し
た「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」

の
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
に
な
っ

て
お
り
、
結
構
な
人
だ
か
り
だ

っ
た
そ
う
だ
。

　
す
で
に
茨
城
県
の
教
員
と
し

て
採
用
が
決
ま
り
、
あ
と
は
卒

業
論
文
を
提
出
す
る
だ
け
と
な

っ
て
い
る
藤
田
先
輩
が
4
年
間

学
ん
だ
の
は
、
教
育
学
部
の
養

護
教
諭
養
成
課
程
。
1
学
年

35
名
の
定
員
で
、
全
員
が
女
子
。

35
名
で
共
用
す
る
ゼ
ミ
室
に
も

お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
女
子
ば
か
り
の
同
級
生
で

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

は
、
ま
る
で
女
子
大
の
よ
う
だ

っ
た
。
35
名
中
4
〜
5
名
が
教

員
以
外
の
進
路
に
就
職
す
る
そ

う
だ
が
、
後
は
ほ
と
ん
ど
養
護

教
諭
と
し
て
の
採
用
が
決
ま
っ

て
お
り
、
就
職
率
は
た
い
へ
ん

良
い
。

　
藤
田
先
輩
は
、
高
校
時
代
に

保
健
室
の
大
橋
先
生
や
後
藤
先

生
に
憧
れ
て
、
養
護
教
諭
の
養

成
課
程
の
あ
る
大
学
を
目
指
し

た
が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
思
う

よ
う
な
点
数
が
取
れ
ず
、
二
次

試
験
で
逆
転
の
可
能
性
が
大
き

い
茨
城
大
学
を
担
任
の
吉
田
先

生
か
ら
勧
め
ら
れ
た
。
セ
ン
タ

ー
試
験
後
の
判
定
で
は
D
だ
っ

た
が
、「
ダ
メ
元
」
で
受
験
し

た
と
こ
ろ
見
事
に
前
期
試
験
で

合
格
。
は
っ
き
り
と
や
り
た
い

仕
事
を
持
つ
人
の
強
さ
が
、
逆

転
合
格
に
結
び
つ
い
た
好
例
だ
。

　
入
学
し
て
み
る
と
、
地
元
茨

城
県
民
の
次
に
多
か
っ
た
の
が
、

隣
接
す
る
千
葉
、
栃
木
、
そ
し

て
福
島
な
ど
の
出
身
者
。
桜
の

聖
母
か
ら
は
非
常
に
珍
し
い
が
、

福
島
東
高
の
出
身
者
な
ど
は
多

い
と
い
う
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
た
の
で
、

す
ぐ
に
学
部
を
越
え
た
友
達
が

で
き
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を

過
ご
し
た
。
名
物
の
納
豆
も
常

備
食
で
、
雪
も
あ
ま
り
降
ら
な

い
温
暖
な
気
候
の
茨
城
が
た
い

へ
ん
気
に
入
り
、
こ
こ
で
の
就

職
を
決
め
た
と
い
う
。
広
い
県

内
の
ど
こ
の
学
校
に
赴
任
す
る

か
、
今
は
辞
令
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
る
。

　
徳
川
御
三
家
の
お
ひ
ざ
元
の

城
下
町
、
日
本
三
名
園
の
偕
楽

園
で
も
有
名
な
水
戸
だ
が
、
な

ぜ
か
イ
ン
ド
カ
レ
ー
店
や
ラ
ー

メ
ン
屋
も
多
い
。
首
都
圏
に
近

い
な
が
ら
も
生
活
費
は
首
都
圏

ほ
ど
高
く
な
く
、
学
生
と
し
て

4
年
間
過
ご
す
に
は
快
適
な
街

だ
と
感
じ
た
。
茨
城
大
学
は
、

も
っ
と
本
校
か
ら
進
学
す
る
生

徒
が
い
て
も
い
い
大
学
の
一
つ

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

教育学部棟前のオブ
ジェにはお賽銭が

常
磐
線

常
磐
線

水
郡
線

水
郡
線

磐
越
東
線

磐
越
東
線

東
北
新
幹
線

東
北
新
幹
線

福島市福島市

郡山市郡山市

いわき市いわき市

水戸市水戸市

宇都宮市宇都宮市

東京都


